 日本建築法制会議 第８１回総会 議事録
日　時：　２０１６年４月５日（火曜日）１３時３０分～１６時
場　所：　東京都中央区　【 京橋区民館 】
出席者：　９名（敬称略・50音順）
大山 　宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、濱田正勝、真柄栄毅、
室田達郎、柳澤孝次、山田利行、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
✩提出資料（大山 宏）
・「とりあえず、アントニン・レーモンドが米国陸軍諜報機関出身であることは「Ｔｈｅ　Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　
In Asia :　A　Historical　Dictionary」にはっきり書いてあるのですよ。」、建築エコノミスト森山、
２０１６年３月１１日
⇒レーモンド展では日本空襲への協力を展示。そのせいかどうか彼の作品は戦災を回避できた。
・「朱鷺メッセ連絡通路　全面開通、１２年半ぶり　/新潟」、毎日新聞、２０１６年２月２３日
・「建築関連５団体　/出雲大社「庁の舎」（島根県出雲市）保存を/建替検討で要望書提出」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１６年３月１６日
・「揺らぐ新庁舎計画　/「前川建築」保存に区議会が“ノー”　/世田谷区」、
建設通信新聞、２０１６年４月１日
・「国宝建造物数、京都が日本一に　７２棟で奈良抜く」、京都新聞、２０１６年２月２５日
・「図面作成は営業活動」と設計料の請求を認めず」、日経アーキテクチュア、２０１５年１月２６日
⇒発注者は契約書捺印を先延ばし！裁判は判子のあるなししか見ないのか？
⇒図面なくして建物が生まれない。　なぜ、このような判断になったのかの論拠はなにか。
・「〔新国立競技場２０５」東京新聞３月９日記事“新旧「似てる」”、２０１６年３月９日
⇒旧案データ入手　著作権主張　弁護士の見解　森本記者スタンス

⇒スタジアムのデザインは屋根だけが変わり、その他はほとんど、旧デザインに酷似している。
・「不当な利益とは何か/脇参院議員/談合報道で疑問投げかけ」建設通信新聞、２０１６年３月２４日
・「脇雅史参院議員/「不当な利益」上げたのか/参院国交委で東北の舗装談合めぐり疑義」
　　　日刊建設工業新聞、２０１６年３月２４日
⇒緊急震災復旧の事前協定のあり方も議論に含めるべきか

✩提出資料（辻英一）
・「読者の視点　いつまで、対症療法を繰り返すのか？」、辻英一、建築ジャーナル２０１６年４月号
⇒“・・・新聞、テレビなど、一般市民を対象とするメディアには、事件化したときに発作的に興味本位で報道するだけでなく、その後の改善状況から問題解消にいたるまでのプロセスを粘り強く継続して報道しつづけることを切望している。・・”・
・「超高層建築物等における南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動への対策案に関する
意見」、辻英一、２０１６年２月４日
・「超高層と免震ビルの耐震基準を強化　国交省が長周期地震動の対策案」、日経アーキテクチュア、
　２０１６年１月１４日
⇒プロフェッショナル設計者の立ち位置が重要である。建物がどの程度安全なものになっているかを設計者は各々の建物の持ち主らへ言うべきであるのが本来の筋であろう・・がしかし・・・
・「咲洲庁舎地震対策は専門家初会合　揺れの推計法議論」、２０１６年２月１１日
・「震災で崩落建築士有罪　店舗スロープ８人死傷　東京地裁立川支部」、朝日新聞、２０１６年２月９日
・「地震被害で有罪判決、構造設計者の反論」、日経アーキテクチュア、２０１６年３月２日
・「被災地発：震度５弱で倒壊した東京・町田の大型店舗の斜路」、日経アーキテクチュア、
２０１１年３月１３日
⇒設計・施工関係者の連携不足はどのように克服できるか

・「新国立　意見は聞くが　閣僚会議に元アスリートも舛添知事も、水面下　政府、縮小へ着々、首相「責任は私にある」」」、朝日新聞、２０１５年８月１１日
・「新国立　教訓生かせるか　再始動なお乏しい情報　建築案公開し五輪考える契機に」　、朝日新聞、
２０１５年１０月６日
⇒２案しか応募がなかった。これを失敗と言わずして・・・
⇒排外主義と批判も

・「ザハ事務所が明かした「新国立」の蹉跌　　施工予定者と設計側の不協和音が迷走の引き金に」、
日経アーキテクチュア、２０１５年１０月９日
・「新国立　デザインの評価は　Ａ案「神宮外苑になじむ」　Ｂ案「色気あり古びない」、朝日新聞、２０１５年１２月１６日
・「政治と建築の蜜月　壮大な新国立　求めた空気　都庁　武道館・・・二人三脚」、朝日新聞、
２０１５年１２月２０日
・「地盤災害の教訓　次世代へ」、朝日新聞、２０１５年１２月２１日
・「「新国立」迷走の教訓　施工予定者の証言で判明した実施設計の空転」、日経アーキテクチュア、
２０１６年１月１４日
・「当事者の証言　遅すぎた建設会社の参画　ＥＣＩ方式導入の発案者が語るプロジェクトの失敗」
　、日経アーキテクチュア、２０１６年１月１４日
⇒ＪＳＣの優柔不断

・「識者に聞く　巨大計画には「目利き」が必要　「新国立」ではプロデューサー役が不在だった」、
日経アーキテクチュア、２０１６年１月１４日
⇒ＪＳＣの不慣れ・無能は今に続く

⇒プロデューサー役がなぜ、不在だったのかを深刻に反省して、再発防止に努めるべきだ！
・「「新国立」設計契約締結、くすぶるザハ問題　大成・梓・隈ＪＶと約２５億円で契約」、
日経アーキテクチュア、２０１６年１月２９日
⇒設計業務は体制が幹事、構造・設備は大成が主体、意匠は３社で。結局のところ、
隈は外装デザインの提案に限定だったか。
・「特集「マンションは買うな」　　
これが「傾いた？」マンションの構図だ！
　　　緊急座談会

なぜ、マンションは「傾いた」のか？（神田順）、
改めるべきはマンションに潜む業界構造（辻岡信也）、　
マンションと杭問題　あなたの意見　　　　　」、
建築ジャーナル、２０１６年１月号
・「三井不動産が傾斜マンションで「脱法行為」、確認機関２社が便宜供与の疑い」、細野透、
２０１６年１月２６日
・「重層下請け構造にメス、杭問題受け本腰」、日経コンストラクション、２０１６年２月５日
・「杭工事の施工ルールで告示案」、日経コンストラクション、２０１６年２月８日
・「防振偽装２年前に把握　東洋ゴム役員ら放置」「倫理観不足が問題」、清水社長」、朝日新聞、
２０１５年１２月２６日
・「社説　東京一極集中の是正　多極化へもっと本気を」、朝日新聞、２０１５年１２月３０日
✩提出資料（室田達郎）
・「ジリアン・テット「サイロ・エフェクト―高度専門化社会の罠」（文芸春秋社）書評、室田達郎、２０１６年２月
⇒サイロエフェクトとは丸山真男のいうタコツボ現象。

⇒２００８年の金融危機発生前後の状況は今の建築業界が置かれている状況に酷似している
⇒プロフェッショナルは常に自分の持っている常識を見直して、是正し続けることが肝要である。
✩書籍回覧（山東和朗）
・「住宅関係法令」、厚生省社会局編纂、昭和１５年７月２５日発行
✩情報紹介（山田利行）
・「神田順（建築基本制定準備会会長・東京大学名誉教授）とのフェイスブックでの交流情報紹介
⇒　次回日本建築法制会議総会案内を神田順先生へお送りする。
✩提出資料（真柄栄毅）
・「最高裁判例２００７年７月６日」最高裁第ニ小法廷
⇒建物としての基本的な安全性を損なう瑕疵がある場合には、建物完成後２０年間の不法行為責任による損害賠償請求権を認めた最初の画期的な最高裁判例。
適用範囲が不明確との批判もある。評価されるべきことかどうか

・「アントニン・レーモンド展の資料」
⇒日本空襲のため米軍に協力した実験資料なども。
・「高浜原発運転差止め　安全性立証「関電尽くさず」　大津地裁が仮処分」、日本経済新聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、２０１６年３月１０日
・「社説　原発停止命令　国民の不安を直視せよ」、朝日新聞、２０１６年３月２７日
・「ひと　日本弁護士連合会の会長になった　中本　和洋さん」、朝日新聞、２０１６年４月２日
⇒広島県出身、京都大学工学部卒業、同大学院工学研究科修了、大気汚染を学んだ後、企業の研究所に勤めたが、司法試験に挑戦。昭和５６年弁護士登録（司法修習第３３期）
